
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soclety 　of 　Obstet 二rlcs 　and 　Gynecology

704（S−552） 一
般演題 日産婦誌68巻 2号

P2 −33−7　化学放射線治療時 の シス プ ラチ ン毎週投与法に おける マ グ ネ シ ウ ム 補充療法 に よ る 腎機能保護作用 の 検討
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【目的】近年，シス プラ チ ン （CDDP ）投与 に よ る腎機能障害 に対す るマ グネ シ ウ ム 補充 の 予防効果が報告されて い る．進行

子宮頸癌 に主 治療 と して 行う化学放射線治療に お け る CDDP 毎週 投与 に対する マ グ ネ シ ウ ム 補充療法の 腎機能保護作用を

明 らか に す る た め に 本研究を行 っ た．【方法】当科で 2012年 1 月〜2015年 6 月に 化学放射線療法 （CDDP 　40mg ／m2 ／週）で 治

療 した子 宮頸癌 症 例 の うち CDDP を 3 回以 上 投与 した 症例 を対 象 と し た．治療中に尿路閉塞 に よ る腎機能低下 を生 じた 1
例 を除く 30例 を解析 した．13例 は CDDP 投 与 前 に 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 8mEq を点滴静注 し （Mg 投与群），17例 には硫酸 マ グ

ネシ ウ ム が投与されなか っ た （Mg 非投与群）．両群 に おける 高度腎機能低下症例数 と腎機能低下 に よ る CDDP 減量症例数を

カ イ 2乗 検定で 比 較 した．【成 績】治療 開始 前 に比 べ て治療 中 に eGFR が 40％ 以 上 低下 した症例 は，　 Mg 投与群 は   例で，　 Mg

非投与群は 6 例 （35．3％）で あり，統計学的な有意差 を認め た （P＝O．012）．腎機能低下 に よ る CDDP 減量 症例は Mg 投与群 は

1例 （7．7％）で，Mg 非投与群 は 4 例 （23．5％）で あ り，　 Mg 投与群 の 方が 少 ない 傾向で あ っ た （P＝0．127）．【結論】化学放射線

治療に お ける CDDP 毎週投与法に お い て，マ グ ネ シ ウム を補充 する こ とに よ り，腎機能 を保護 しス ケ ジ ュ
ール 通 りに CDDP

投与が 行える 可 能性が 増える と 考えら れ た ．
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【目的】トモ セ ラ ピーは，強度変調放射線治療法 と画像誘導放射線治療法が一
体 とな っ た，高精度 の 放射線治療装置で ある，

今 回我々 は，子宮頸癌 CCRT における 本治療法 の 有効性お よ び安全性を検討 した．【方法】過去 3 年間に 当科お い て ，トモ セ

ラ ピーにて CCRT を実施 した子宮頸癌 13例 （トモ セ ラ ピー
群）に つ い て ，後方視的に 検討 した．比 較対象 と して ，それ以 前

の 6年間に従来の リニ ア ッ ク を用 い て CCRT を行 っ た 15例 〔リニ ア ッ ク群）を併せ て 検討 した．【成績】トモ セ ラ ピー群 の 平

均年齢 は 57．8 歳，観察期間中央値 は 9 か 月 （3−24）で あ っ た．FIGO 　stage は IIB期 3 例，　 MA 　va　2例，　 HIB 期 3例，　 IVA
期 1 例，IVB 期 4 例で あ っ た．組織型 は，全例が扁平上皮癌 で あ っ た．初回治療終了時の 治療効果 は，未評価 の 1例 を除き，
CRIO例 （76．9％），　 PR2 例 （15．4％）で あ っ た．　 G3 以上 の 急性期有害事象 と して は，　 G3 の 好中球減少 を 6 例 （46．2％ ），　 G3
の 血 小 板減少 を 3例 （23．1％）に認 めた．G3 以 上 の 非 血 液毒性 は認 め な か っ た．リニ ア ッ ク群 との 比 較で は，　 G3／4 好中球減

少 お よ び G3 ／4 下痢の 発症頻度は，両群問に 有意 差 を認め なか っ た．　G3／4 亅血小 板減少 の 発 症 頻 度 は トモ セ ラ ピー群が有意に多
か っ たが，速や か に 自然回復を認 めた．統計学的 に は有意で な か っ た が，G3〆4並L小板減少の 発症症例 は．初回 治療時に傍大

動脈領域 照射 を実施 して い る 症例 が多 い 傾向 に あ っ た．【結論】 トモ セ ラ ピーを用 い た CCRT は，従 来 法 と同 様の 高い 奏効率

を示す とともに有害事象も制御可能な， 進行子宮頸癌 におい て 有用な治療法で あ る．

P2《33−9　子宮頸癌 に対す る daily　low−dose　cisplatin 併用同時放射線療法 （CCRT ）の 治療成績
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【目的1 子 宮頸癌 に対 す る 同時化学放射線療法 （CCRT ）に お け る化学療法 と して t シ ス プラ チ ン を含む レ ジ メ ンが推奨され

て い る．米国で の 投与法 は cisplatin 　40mg／Mz ／week 　6 コ ー
ス が一

般的で あ る，当院で は イ ン フ ォ
ーム ド・コ ン セ ン トを得た

上 で，daily　low−dose　cisplatin 併用 CCRT を施行 し て い る が ，その 完遂率や 副作用，治療 成績 な どに つ い て 検討 を行 っ た．【方

法】2009年か ら 2014年まで に，当院で CCRT を行 っ た 子宮頸癌 15例 （2a期 2例，2b期 9例，3b期 2 例，4b 期 2 例）を対

象 と し後方視的に検討 した．外照射 は 50．4Gy と し，腔内 照射 を併用 した，　cisplatin は 10mg／皿
2
／day　5 日間 を 4 週 間併用 した．

【成績】年齢 の 中央値は 69歳，組織型は扁平上皮癌 12例，腺癌 3例 で あっ た．観察期間の 中央値は 21か 月．cisplatin 併用は

14例 に完遂で き，完遂で きなか っ た 1例 は，精神発達遅滞で本人が 治療拒否 した た め 170mgfm2 投与 した とこ ろ で cisplatin

の み 中止 とな っ た，平均総 投与量 は 206mg／m2 だ っ た．　 G3 以 ヒの 而L液毒性は 好中球減少症 1例，血小板減少症 1例，2例に

G−CSF の 投与を行 っ た ．　 G3 以 上 の 下痢 は 2例 で あ っ た．局所効果 は CRI3例 （86％），　 PR1 例 （6％ ），　 SDI 例 （6％）で ，　 PR

以 上 の 局所防御率は 93％ で あっ た．経過観察中 に局所再発，増大 2例，遠隔転移 3例認め た．【結論】daily　low−dose　cisplatin
併用 CCRT は完遂率が高 く，治療成績 も良好で，副作用 が 少な い こ とよ り，推奨される 治療方法 と考 え られ た、
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